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渡辺幹男 ･芹沢俊介 (変数大 ･生物),野間直
彦･脇本安和 (京都大 ･生態研センター)
平成9年度は,サルの糞および頬袋による種
子散布される植物のうちアコウの酵素多型分
析およびDNAによる解析の準備を行った｡
昨年度までの調査によって多数の変異がある
ことが明らかになっているアコウ (30個体で
20バターンの退任的タイプ)で母樹を特定し,
椎樹のサンプリングをした｡しかし､多型が多
く酵素多型のみでは親子鑑定等は不可能であ
った.そこで植物体からDNAの抽出をおこな
い､酵素多型に加えてたくさんの変異が得られ
る可能性のあるマイクロサテライトマーカー
の開発に着手した｡
また､頬袋による碓子散布の結果と比較し,
様々なさる散布植物を用いて弟と紙袋による
種子散布バターンの通いを明らかにする蜂債
をした｡
さらに前年度行った､イヌビワ･マテバシイ
以外の植物についても酵素多型解析を行い､多
型の得られる材料を探した｡
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